
では平均昼間 CO2 濃度，昼夜温度差（DIF）と収量とに，‘紅
ほっぺ’では平均昼間気温と収量とに関係がみられたが，成育

と収量とに関係はみられなかった。

7） ブラインド型ソーラーパネル（PV）を用いた遮光条件下にお
ける夏期トマト栽培

矢島宥貴 1・赤松紗耶香 1・越前美柚 2

佐藤愛 2・須嵜詩野 2・嶋津光鑑 2

（1岐阜大学院自然科学技術研究科
2岐阜大学応用生物科学部）

施設栽培における遮光資材の固定張りは，栽培期間を通し

て遮光率が一定となるため曇天日は光量不足となる。また，自

動開閉式遮光カーテンは短時間の日射変動に迅速に対応でき

ない上に動作回数も制限がある。そこで，パネル幅 50 mm長さ
1000 mm ブラインド型ソーラーパネルをハウス内床面高さ

260 cm 地点に，パネル閉鎖時の間隔が 4 cm となるように均等
配置し，完全閉鎖時の遮蔽率は 57％とした。本装置は，設定値
以上の日射でパネルは水平となり，それ以下の値ではパネル

角度を太陽追尾で調節して栽培域の透過率を高めた。試験区

は無遮光区，50％遮光の遮光カーテンを用いた遮光カーテン
区，PV区とした。夏期にトマト栽培（栽培期間 6/6～10/4）を行っ
たところ，PV 区の収穫果実重は有意に低くなったが，果実のコ

ルク層の形成率が無遮光区，遮光カーテン区と比較して約

20%低下した。

8） 貴重樹木保全に向けた水切れストレスの早期検知手法の検
討

喜多智靖 1・増井昇 1・谷晃 1・坂詰浩二 2・望月智晴 2

（1静岡県立大学，2昭和設計株式会社）

現在，貴重樹木の樹勢衰退の徴候を早期検知する科学的診

断手法が求められている。本研究ではヤマモモ植栽木に緩や

かな水切れストレスを与え，ドローンカメラ撮影画像を用いて植

栽木の水切れストレスの早期検知の可能性を検討した。対照区，

水切れストレス区を設定し，分光カメラの画像撮影より６種類の

植生指標を計算し，またサーマルカメラにて葉面温度を測定し

た。これらの測定データの中で，上位葉と下位葉の葉面温度の

差異を指標に用いることで 15 日目に水切れストレスを検知でき
た。これは，接触測定の気孔コンダクタンスによる水切れストレ

ス検知（14 日目）と，ほぼ同時期であった。ごく初期の水ストレス
検知が葉面温度の非接触測定により可能であると示された。

9） 植物工場内大気成分に含まれる VOC ガスの植物に対する
影響

酒井こころ・嶋村茂治・増井昇・谷晃

（静岡県立大学）

今日の異常気象や水，資源問題のような要因により通常の農

業では安定した収穫が困難になりつつある。そこで密閉度の高

い施設内で，気温や光強度などの内部環境を高度に制御し，

計画的に植物を生産する植物工場の重要性が高まっている。

しかし，原因不明の生産量減少がたびたび発生してきた。その

原因のひとつとして，内部で発生する微量気体が植物の生育を

阻害することが考えられる。そこで本研究では，第一段階として，

複数個所の植物工場の大気成分を調査し，内部で発生し蓄積

するガス種をリストアップした。 農業気象学会と巡り会って

大槻恭一

（九州大学，九州大学学術研究都市推進機構）

1. はじめに

この度は，2023 年度日本農業気象学会永年功労会員・フェ
ローという栄誉ある称号を付与していただき，まことにありがとう

ございます。永年功労会員という称号ですが，むしろ私が農業

気象学会に永年にわたりお世話になってきましたので，身に余

る光栄です。永年功労会員に推薦してくださった九州支部の

方々，本会員の選考に関わってくださった方々，農業気象学会

を創設し，ここに至るまで育み，初学者であった私を温かく迎え

入れ，農業気象学の研究を楽しく続ける環境を与えていただい

た会員の皆様方に心より厚く御礼申し上げます。

日本農業気象学会は 1942（昭和 17）年に創設されています。
第二次世界大戦の真っただ中であり，初回の学会大会の開催

通知状には「追而 空襲警報発令の際は中止いたすべく為念

申添候」と記されていたということです（鈴木，2019）。このように
困窮を極めた時代に，日本農業気象学会は，農業気象に関心

の深い有志によって創設されています。戦時中に，官製学会で

はなく，民間学会として創設し，活動を開始する苦難は想像を

絶しますが，創設メンバーの農業気象学にかけた熱い思いと，

学会活動を推進する類い稀な実行力は，包容力を携えて今日

まで引き継がれていると思います。私は，水・熱・炭素収支の要

である「蒸発散」を研究テーマに選んだお陰で，様々な大学・専

門分野・研究フィールドを変遷しながらも，入会以来日本農業

気象学会との縁は切れず，42 年間形を変えながらお世話に
なってきました。この機会をお借りし，今後の会員の皆様のご活

躍と，学会の益々の発展を祈念して，僭越ですが自分史を日本

農業気象学会との関りと重ねながら紹介させていただきます。

2. 蒸発散を主軸に研究を重ねて

鏡や写真を見ない限り，思い浮かぶ自分の姿は 20代の頃の
ままです。しかし，若いつもりで振舞っていても，齢を重ね，永

年功労会員の称号を付与して頂いた 2024年に 67歳になりまし
た。世間からすれば正真正銘の高齢者です。今まで「点」だっ

た自分史は「線」になり，自分史が歴史に重なるようになりました。

振り返ってみれば，卒業論文で研究を志してから 45 年になりま
す。その間，大学が変わり（宮崎大学・京都大学・香川大学・鳥

取大学・九州大学），専門分野が変わり（農業土木学，農業気

象学，森林水文学），研究フィールドが変わっても（水田・畑地・

砂漠・森林），蒸発散を主軸に研究を重ねることができました。

近代蒸発散研究の礎を Penman 式 Penman，1948 とすれば，

2024 年は近代蒸発散研究 76 周年になり，私の蒸発散研究は
その半期を超えました。この間に蒸発散研究は大きく進展しま

した。

私が農業土木学分野で卒業・修士・博士論文に取り組んで

いた 1980年代には，蒸発散研究の主流は農業気象学・灌漑分
野だったと思います。蒸発散量は，灌漑において降水量と並ん

で最も重要な水収支項です。近代的畑地灌漑が導入され始め

たのは欧米ですが，本格的に導入されたのは日本と同様に第

二次世界大戦後であり，その頃から世界中の灌漑分野で蒸発

散研究が積極的に進められてきました。現在でも蒸発散モデル

の基礎として利用されているPenman式は英国のRothamsted農
業試験場で開発されたものであり，現在最も普及している蒸発

散モデル Penman-Monteith式 Monteith, 1965 が開発されたの
も同農業試験場です。FAO（国際連合食糧農業機関）は 1977
年に作物要水量の算定マニュアル Doorenbos and Pruitt, 
1977 を刊行し，蒸発計法・気温法・放射法・Penman 式の使用
を推奨していましたが，その後世界各地で作物蒸発散量の

データを蓄積し，1998 年には Penman-Monteith 式に基づく作
物蒸発散量算定マニュアル Allen et al., 1998 を刊行しました。
私は，学部生時代，宮﨑大学農学部農業工学科農地工学

研究室で武藤勲先生の指導の下，土壌物理学の観点から蒸発

散を研究しました。卒論研究では，宮崎大学から約 10km 離れ

た火山灰台地に埋設した約 50 本の水銀マノメータ式テンシオ
メータで土壌マトリックポテンシャルを週約 4 回観測するとともに，
実験室において脱水・吸水過程の土壌水分特性曲線・不飽和

土壌透水係数を測定して，これらの観測・測定結果に基づいて

降下浸透量を加味した土壌水分減少法で裸地・ダイズ畑・牧草

畑の蒸発散量を測定しました。大学には，南米の砂漠開発に

海外青年協力隊員として携わることを夢見て入学しましたが，

卒論研究ですっかり研究に魅せられ，研究の道に進むことを決

めました。この時は，土壌物理学を極めるつもりでした。

1981 年に京都大学大学院農学研究科農業工学専攻に進学
し，かんがい排水学研究室において，丸山利輔先生・三野徹先

生の指導の下，蒸発散の研究を始めました。かんがい排水学

研究室の研究は多様で，かんがい排水学はもとより，水利学，

水理学，地形学，土壌物理学，水文学，地下水学，農業気象

学など多様な研究が行われていました。当初，土壌物理学の観

点から蒸発散を研究したいと考えていましたが，研究室に土壌

物理学の研究を進めている院生が多かったため，視点を変え

て農業気象学の観点から蒸発散の研究をすることにしました。

当時は，農業土木学会論文集（現農業農村工学会論文集），

農業気象，Water Resources Research，Journal of Hydrology, 
Journal of Meteorology 等の学術誌で蒸発散研究をレビューし
て，ゼミで発表していましたが，蒸発散研究本流の農業気象学
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研究者と直接議論がしたく，修士 1 年生の時に日本農業気象
学会に入会しました。この当時，林学の砂防学分野において森

林水文学の研究活動が大いに発展し，森林の蒸発散量の推定

に Penman-Monteith 式が導入されるとともに，数々の遮断蒸発
モデルが提案され始めました。また,流域の実蒸発散量を推定
する方法として短期水収支法が適用されるようになり，日本林学

会誌（現日本森林学会誌）に数多くの蒸発散研究が発表される

ようになりました。したがって，大学院では灌漑分野の研究室に

所属していましたが，ゼミでは流域を対象とする森林水文学分

野の蒸発散研究をレビューすることも増えました。理学系の気

候学・気象学・水文学分野でも，積極的に蒸発散研究が行われ

ていました。Priestley and Taylor 1972 が広大な湿潤面の可能
蒸発量推定式を提案し，Morton 1978 や Brutsaert and Stricker

1979  が補完関係を用いた実蒸発散量推定式を提案するな
ど，蒸発散研究に多様性が生じ始めていました。修士・博士論

文研究では，水田・畑地・森林を対象として，農業気象学およ

び水文学の観点から補完関係を用いた実蒸発散量の推定の

研究を行いました。また，博士論文研究と並行して，北海道深

川市の現地水田と北海道農業近代化コンサルタント（現北海道

農業近代化技術研究センター）の試験水田で微気象観測を行

い，水田水温と水田蒸発散の研究も行いました。これらの研究

成果は，主に農業土木学会論文集に発表しました。

1986 年に香川大学農学部農業工学科農地工学研究室に助
手として奉職した時には，流域水収支観測ができる森林流域を

探し回りましたが見つけることができず，北海道における水田・

畑地の蒸発散研究を継続するとともに，傾斜地の多い四国に

因んだ斜面日射量の研究を始めました。これは，将来的に流域

蒸発散量推定に役立つことを念頭においた研究でした。

このように，1980 年代，私は血沸き肉踊らせて蒸発散研究を
楽しんでいたましたが，日本では蒸発散は上記のいずれの分

野においてもメジャーな研究対象ではありませんでした。しかし，

1990 年代に入ると事態は急変し，蒸発散研究は百家争鳴の時
代に入りました。当時まだ高価で導入が困難だった渦相関法が

国内外で潜熱・顕熱・CO2 フラックスの測定に導入され始め，や

がてフラックス観測の主流となりました。1991年に私は鳥取大学
乾燥地研究センター乾地環境部門自然環境分野に助教授とし

て転任しました。自然環境分野は，農業気象学を本流とする研

究室で，乾燥地の自然環境や土地・水資源管理を農業気象学

の観点から研究しました。研究成果の主な発表先は農業気象

に変わりました。乾燥地では無駄な蒸発散を如何に防ぐかが死

活問題です。1990 年代に，乾燥地の蒸発散に留まらず，様々
な研究分野が，世界各地の蒸発散，地球規模の蒸発散を重要

な研究課題として取り上げるようになったのは，この時期に地球

環境問題が大きくクローズアップされたことに起因しています。

地球環境問題対策として，①水資源の確保，②地球温暖化の

緩和，③CO2 ガスの削減が重要視されていますが，蒸発散は，

①実質的な水損失であり，②多量の潜熱を地表から大気に輸

送し，③気孔を通じて蒸散する際に光合成によって CO2 を吸

収・固定するため，上記 3課題に深く関わっています。すなわち，
蒸発散は，地球上の水・熱・炭素の循環の要ですから，地球環

境問題が浮上するに伴って様々な分野において主要な研究対

象として取り上げられるようになりました。

1999 年に私は九州大学農学部附属演習林に転任し，専門
を森林科学（森林水文学分野）に転向し，九州大学退職に至る

までの約 23年間，蒸発散研究を主軸にして森林の水・熱・物質
循環の研究を行ってきました。当時，森林蒸発散に関する研究

成果は作物蒸発散の研究成果と比較すると極めて少ないもの

でした。当初，私は今まで培ってきた農地の蒸発散研究のノウ

ハウを森林に活用できると考えていましたが，農業気象学・灌漑

分野で培った蒸発散研究の常識は容易には森林水文学に適

用できませんでした。その理由は，森林が予想をはるかに超え

て複雑だからです（土壌が不均一で，根が張り巡らされ，根・

石・礫が随所に混入している！ 同じ流域でも，環境は方位・傾

斜・斜面位置によって著しく異なる！ 傾斜が急で，アクセスが

悪く，資材の搬入を含め作業は基本的に人力しかない！ 群

落が高く，樹冠上の環境を観測するためには，巨大なタワーが

必要である！ 生態系を構成する生物が多様で不均一であ

る！etc.）。例え人工林であろうと，森林の構造や環境は非常に
多様で，その複雑難解さは，人為的に環境が制御されている農

地とは比較もできません。しかし，裏を返せば，森林は研究ネタ

の宝庫です。私は，同僚や学生たちと，流域水収支観測による

水循環・物質循環研究，樹液流計測（ヒートパルス法・グラニエ

法）による蒸散研究，転倒マス雨量計・貯留式雨量計を用いた

雨水配分研究（樹冠通過雨・樹幹流・遮断蒸発），スプラッシュ

カップを用いた雨滴浸食研究など多岐にわたる研究を遂行す

ることができました。この時期から，研究成果を国際誌に投稿す

ることが主流となり，研究成果の投稿先は Journal of Agricultural
Meteorology を含め，様々な国際学術誌に変わりました。
冒頭でも記した通り，蒸発散は水・熱・炭素収支の要であるこ

とから，降水量，流出量，土壌水分量，日射量，純放射量，地

温，水温，光合成など多様な環境要素に研究を展開することが

できます。そのお陰もあり，学術論文だけでなく，教科書も多く

出版しました。農業気象学分野の教科書では，堀口ら 2004 の
「局地気象学」で編著者，浦野ら 2009 の「生物環境気象学」
で分担著者として，鮫島（2021）の「農業気象学入門」で分担著
者，久米ら 2003 の「生物環境物理学の基礎  第 2 版

（Campbell and Norman 1998 の訳書）」で監訳者，水文学分野
の教科書では，丸山・三野 1999 の「地域環境水文学」で分担
著者，森林水文学編集委員会 2007 の「森林水文学」で編著
者，田中丸ら 2016 の「地域環境水文学」で編著者，大槻ら

2022 の「森林水文学入門」で編著者を務めました。また，
1997 年から畑地農業振興会の「畑地かんがい技士養成講習会」
講師として，畑地かんがい技術者を対象に，土壌物理学・農業

気象学に基づいた「用水量」の講義を行ってきました。

振り返ってみると，期せずして選んだ研究テーマ「蒸発散」は

非常に魅力的な研究テーマで，私の教育研究生活を大いに楽

しませてくれました。

3. 日本農業気象学会と巡り会って

京都大学大学院生時代の 1981～1986 年は，近畿支部に所
属しました。記憶は定かでありませんが，1982 年，京都大学大
学院修士 2 年生の時，大阪府立大学で開催された近畿支部大
会で初めて研究発表したと覚えています。ときめきの日本農業
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気象学会デビューでした。今になって思えば，大学卒業して間

無しの修士2年生で，よくまあ臆せずに他分野（農業土木学会）
から単独で知己のいない学会に出向いたと思います。しかし，

これははっきり覚えていますが，近畿支部の会員の皆様は初学

者の院生である私を非常に温かく迎えてくださり，建設的なアド

バイスを数多くいただきました。懇親会も非常に楽しく，日本農

業気象学会のアットホームな雰囲気にすっかり魅了されました。

この学会発表から，私は他分野ではなく正真正銘の日本農業

気象学会員になったと自覚しています。

京都大学大学院生時代から香川大学農学部勤務の 1983～
1990 年に北海道で水田水温・水田蒸発散の研究をしている時
には，北海道支部の会員の方々から示唆に富んだアドバイスを

いただきました。

香川大学農学部および鳥取大学乾燥地研究センターに所

属していた 1986～1999年には，中国・四国支部に所属しました。
中国・四国支部には農業気象学関連の研究室を擁する大学が

多く，中国農業試験場・四国農業試験場の農業気象学の研究

も活発で，多方面でお世話になりました。特に，自身が所属した

鳥取大学乾燥地研究センター乾地環境部門・自然環境分野

1990 年改組 は，前身を砂丘利用研究施設・砂丘環境部門

1969 年創設 とする農業気象学を本流とする研究室で，研究

の中心は農業気象学になりました。初代教授の松田昭美先生

は既に退職されていましたが，折に触れ研究室を訪ねていただ

き，温かく支援していただきました。二代目教授の神近牧男先

生は，名前の通り神様のような包容力があり，年甲斐もなく生意

気盛りの私を温かく支援していただきました。創設したばかりの

乾燥地研究センターには，やる気に満ちた元気な学生が多数

参集し，神近先生ともども学生達と切磋琢磨しながら，また研究

以外でも色々なイベントで楽しみながら研究させていただきまし

た。乾燥地研究センターが全国共同利用施設であったこと，鳥

取大学が島根大学・山口大学と連合大学院農学研究科で連携

していたこともあり，国内外の多数の農業気象学研究者と交流

させていただきました。また，この中堅の時期に，中国・四国支

部大会の開催や「中国・四国の農業気象（中国・四国支部会

誌）」の編集，1996 年に宇部市で開催された合同大会シンポジ
ウムおよび国際シンポジウム“International Symposium on Food
Production and Environment Improvement under Global Climate 
Change FPEI ”の開催やその特別号（農業気象 53巻 5号）の
編集に携わり，学会大会の開催や学術誌の編集を学ぶことが

できました。

九州大学農学研究院環境農学部門森林環境科学分野（農

学部附属演習林）に所属していた 1999～2023 年には，九州支
部に所属しました。上述した通り，農地の蒸発散研究のノウハウ

は簡単には森林の蒸発散研究に適用できませんでした。しかし，

日本農業気象学会の理念で「農農業業，，林林業業ななどどにに関関わわるる生生物物とと

気気象象環環境境のの相相互互作作用用にに関関すするる総総合合的的なな研研究究をを通通じじてて，，食食糧糧生生

産産のの安安定定化化とと食食料料のの品品質質向向上上，，地地球球環環境境かからら地地域域環環境境ままででのの

広広範範囲囲なな気気象象環環境境のの改改善善とと保保全全ななどどにに貢貢献献すするる」と謳われてい

るように共通点は多く，分野変更に伴う障壁を乗り越えることを

含めて，森林における水・熱・物質循環研究を存分に楽しませ

ていただきました。私を九州大学に誘っていただいたのは，神

近牧男先生の大学時代の学友である小川滋先生（専門：砂防

学分野）でした。小川先生とは幾度となく衝突しましたが，小川

先生が日頃咆哮されていた「古い学閥体制を破壊して，大学の

教育研究のあり方を変革する」という思いに賛同し，あちこちか

ら叩かれながらも九大 OB・OG で占められていた九大演習林を
多様な大学・多様な分野の元気な研究者・学生が集う場に変え，

同僚・学生達と切磋琢磨して，楽しんで国際的な研究を行うこと

ができました。専門分野を森林水文学に変えてからも，九州支

部の会員の方々とは密に交流を重ねさせていただきました。研

究成果は，国際誌となった Journal of Agricultural Meteorology
でも発表させていただきました。また，福岡市で開催された日本

農業気象学会75周年記念大会（2018年全国大会/ISAM2018）
の実行委員も務めさせていただきました。

九州大学退職後も日本農業気象学会の会員の方々とは交

流を重ねさせていただいています。熊本市で開催予定の 2025
年全国大会/ISAM2025 でも実行委員の一翼を担わせていただ
いています。収集した学術論文はほぼ全て廃棄し，専門書の大

半は研究室や後進および学生に譲り，研究の道から離れつつ

ありますが，ここに至るまで私の教育研究の支援をしていただい

た恩返しに，日本農業気象学会が益々発展することを祈念して，

シニア会員として少しでも貢献したいと存じます。

4. おわりに

北野雅治先生は，学会創立 75 周年の記事（北野，2018）に
おいて，正会員・若手会員・公設試験研究機関会員の減少を

憂慮するとともに，学会創設 100 周年に向けて，少子高齢化が
進む中でも「小さくてもキラリと光る学会」の具現化を目指し，次

のような取り組みを提唱されています。

1. アアジジアア諸諸国国ととのの連連携携
2. 地地方方農農試試会会員員おおよよびびシシニニアア会会員員のの活活性性化化
3. 次次世世代代のの学学術術創創成成とと若若手手育育成成

北野先生自らも Internet of Plants（IoP）共創を提唱され，2021
年 10 月 1 日に高知大学に，産学官民の協働と異分野融合に
よる IoP の共創によって，農業のデジタルトランスフォーメーショ
ン（DX）を実現する研究開発と人材育成を先導する教育研究
組織「IoP 共創センター」を創設されました。本センターは，平成
30 年度の内閣府地方大学・地域産業創生交付金事業の『IoP
が導く Next 次世代型施設園芸農業への進化プロジェクト』とし
て採択されたのを受けて創設されたものですが，その成果が認

められ，令和 5 年度には展開枠で『IoP が導く Society5.0 型農
業への進化プロジェクト』として再スタートを切っておられます。

本プロジェクトは，大学生だけでなく高校生や社会人にも IoP を
学ぶ場を提供し，次世代を担う専門人材を育成されています。

近年では，その成果を生産から流通にまで展開されており，農

業気象学を基盤とする新しい世代の農業を推進されています。

私は，2023年 3月に九州大学を退職後，2024年 4月から九
州大学学術研究・産学官連携本部に学術研究員（特任教授）と

して採用され，公益財団法人九州大学学術研究都市推進機構

に研究主幹として出向し，様々な分野の産学官連携を推進して

います。その職務上，各種展示会に参加していますが，農業系

展示会では環境計測・制御系の展示が多数を占めていることに

驚かされています。内容は，精度の高い研究レベルから，精度
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が少々悪くても実用上十分に機能する実務レベルまで多様で

すが，農業気象学の社会実装は着実に進んでいます。講演会

では，文学部卒の農家の方が，ChatGPT に環境計測，ロボット

の自作・制御，DX，AI を教えてもらってスマート農業を実践さ
れている事例も拝聴しました。また，佐賀大学農学部卒の方が

起業された株式会社 OPTiM は，農業 DX 事業に留まらず，医
療 DX 事業，建設・土木 DX 事業，DX サービス事業，Mobile 
Security 事業にまで展開され，本社を東京，本店を佐賀大学に
構えておられます。スマート農業や DX を推進している農業施

策が後押しているという背景もありますが，確実に自然発生的

に農業が変革されつつあります。このような状況下，大学では，

農業気象学系の研究室の人気が高まっていると聞きます。まさ

に，農業気象学の知見や情報が新しい農業に大いに生かされ

る時代が到来しています。ただし，「万事塞翁が馬」というように，

時代が変わると，農業気象学を取りまく環境が変化することは必

然です。したがって，日本農業気象学会は，守るべきことは守り，

変えるべきことは変え，時代は変わっても理念を着実に遂行し

ていただきたいと存じます。

守守っっててほほししいいこことと

岡田益己先生は，学会創立 75 周年への寄稿「学会の気風」
（岡田，2018）の中で，「先輩会員諸氏が学会に派閥やボスを作
らないよう，暗黙の内に智恵を絞ってこられた（羽生寿郎元会長

の 50 周年記念時の回顧）」，「農業気象が橋渡しをする領域が
数多くある。また境界領域の研究者を受け入れる場所も提供で

きる。」と述べておられます。私が，初めて日本農業気象学会で

研究発表した時に魅了された日本農業気象学会の温かい雰囲

気と懐の深さは，学会創設の頃から醸成され，今日に引き継が

れているものと思います。この気風は，時代が変わっても，是非

守り続けていただきたいと思います。

変変ええててみみててははとと思思ううこことと

日本の研究の多くはボトムアップ的な研究で，日本人はバック

キャスト的な研究が苦手なようです。どちらが正しい，どちらが間

違っているとは言えず，バランスが重要だと思います。そういう

意味では，高知大学の IoP共創は，ボトムアップ的な研究とバッ
クキャスト的研究がバランス良く実践されている研究だと思いま

す。バックキャスト的研究は，失敗を前提とした研究でもあると思

います。失敗を恐れず，研究の中にバックキャスト的研究も取り

入れてみることをお勧めします。

楽楽ししむむこことと

 研究だけでなく，人生においても「楽しむ」ことが重要だと思い

ます。人生を楽しまないと研究も楽しめませんから。

孔子も次のように語っています。研究を，また人生を大いに

楽しんでください。

子子曰曰，， 「「知知之之者者不不如如好好之之者者，，好好之之者者不不如如楽楽之之者者」」

 気が付けば，思いつくままに書き連ねました。本来であれば，

御礼すべき数多くの恩師，先輩，同僚，後進，学生の名前を挙

げることができませんでした。ここに非礼をお詫びするとともに，

日本農業気象学会でお世話になった皆様方に改めて御礼申し

上げ，今後の日本農業気象学会会員の皆様のご活躍と，学会

の益々の発展を祈念いたします。

弥栄
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